
他の部会と情報共有をはかる意見 

【他部会に関連する健康・医療・福祉部会の意見】 

情報共有する部会 発言内容 答申イメージ 
共有先の 

部会の状況 

自治・共生・活力

部会へ 

・「地域のネットワーク」の成功事例の特長とうまくいった要因を分析し、

それを永続的にするための方策を、システム論的に考える必要があると

思う。 

地域ネットワークの成功事例が他の地域に共

有され、区全体としてネットワークの質が高

まっている。 

特に発言なし 

・民生児童委員として、誰でも来てもいいサロンを増やす等、高齢者と子

どもの居場所づくりを地道にやっている。 

地域には、誰でも気軽に集まることができる

場所があり、地域住民により運営されている。 
特に発言なし 

・今の時代はリスク管理が念頭におかれることが多いので、ご近所同士で

も声をかけ合えないことがあるが、少々のことはお互いさまと言い合え

る、寛容な雰囲気のある中野区になっていくと多様な生き方が受け入れ

られると思う。 

地域の中で、区民同士が互いに理解し、受け

入れあい、困ったときに支えあえる良好な関

係を築いている。 

特に発言なし 

・中野区の企業や大学、区民が一体となってイベントを実施すると盛り上

がると思う。 

企業や大学、区民が一体となって、まちに活

気を与えている。 

同様の発言 

あり 

・心の病によって働きたくても働けない区民がいると思う。休んだり、働

いたりを認めてくれる場所があれば良い。働きづらさを抱えた人を受け

入れる場が必要である。 

働きづらさを感じている区民が、その人らし

い形で就労できている。 
特に発言なし 

・20～30代の区民は、地域に貢献できるような活動をしたいと思っていて

も、町会・自治会に入りづらい雰囲気を感じているようだ。例えば、民

生児童委員のなり手として声をかけてみると良い。 

・高齢者だけではなく、若い世代が働きながらでも民生児童委員などの地

域活動に気軽に参加でき、一緒に地域を支えられるようになると良い。 

幅広い年代の区民が、それぞれの関心に応じ

て、積極的に地域活動を行っている。 

同様の発言 

あり 

・有償ボランティアを推奨すると良い。サービスを広く薄く担う点、誰で

もできる気軽さ、社会に役立つ場を作り出す等、社会に有効なツール、

高齢者などの生き甲斐作りや仲間作りの場にもなっていくと思う。 

区民は、様々な形態のボランティア活動によ

って地域に貢献している。 
特に発言なし 

資料２ 



子育て・教育部会

へ 

・小学校等で障害者等と接する機会をより充実させてはどうか。障害のあ

る子とない子が、日常的に接することでお互いのことを理解できる。 

・障害者等に年に何回か接するだけだと「特別」な体験に感じる。「多様」

という言葉はまだ差を感じているから出てくる言葉。日常的に接する環

境を「ふつう」と感じるようになると良い。 

・障害のある人とない人が自然に交流できる場があると良い。 

区民は、子どもの頃からさまざまな機会を通

じて、障害者等に接し、相互理解が深まって

いる。 

同様の発言 

あり 

・学校の体育だけが身体を動かす機会という子どももいるので、運動の重

要性を子どもに理解してもらい、運動習慣を身につけてもらう取り組み

が必要だと思う。 

子どもたちが、運動の大切さを理解し、日常

的に身体を動かす習慣が身についている。 
特に発言なし 

・子どもが楽しく遊べる場所を整備し、体育館の運動プログラムの定員を

増やしてほしい。 

子どもが楽しく遊べる環境や機会が充実して

いる。 

同様の発言 

あり 

・就学前の健康や障害について、正しい知識を早く親に伝えた方が良い。

子どもにとってより良い選択をできるような支援が必要だと思う。 

・発達障害は早期発見と家族の理解が重要である。 

区民は、子どもの健康や障害についての正し

い知識をもっている。子どもはそれぞれの特

性に合った支援を受けている。 

同様の発言 

あり 

都市・防災・環境

部会へ 

・新しいまちづくりや学校統合などのインフラ整備にあたり、福祉のこと

も踏まえて検討を進めていくと良い。 

すべての区民が利用しやすいまちづくりが行

われている。 

同様の発言 

あり 

 


